
(19)日本国特許庁（JP） (12) 公開特許公報（Ａ） (11)特許出願公開番号

特開2002－164172
(P2002－164172A)

(43)公開日 平成14年6月7日(2002.6.7)

(51)Int.Cl7 識別記号 FI ﾃｰﾏｺｰﾄﾞ(参考)

   �H�0�5�B 33/12    

   � � � �           

   � � � �  33/14    

   �H�0�5�B 33/12    E

   � � � �           B

   � � � �  33/14    A

�3�K�0�0�7

審査請求 未請求 請求項の数 5ＯＬ（全 7 数）

(21)出願番号 特願2000－360187(P2000－360187)

(22)出願日 平成12年11月27日(2000.11.27)

(71)出願人 000183646

出光興産株式会社

東京都千代田区丸の内3丁目1番1号

(72)発明者 熊 均

千葉県袖ヶ浦市上泉1280番地

(74)代理人 100086759

弁理士 渡辺 喜平

Ｆターム（参考） 3K007 AB02 AB04 AB18 DA01 DB03

EB00

(54)【発明の名称】 表示素子のシミュレーション方法

(57)【要約】
【課題】  表示素子の発光スペクトルを容易に求めるこ
とができるシミュレーション方法の提供。
【解決手段】  下記の式により、カラーフィルタ３から
取り出される光の発光スペクトルＷＬ（λ）を求める。
ＷＬ(λ)=[ｗ(λ)・10－Ａｂｓ（λ）+lu(λ)・{∫λ・
ｗ(λ)・ＥＸ(λ)dλ}/{∫λ・el(λ)・ＥＸ(λ)dλ}]
・Ｔ

ＣＦ
(λ)

ただし、ｗ(λ)は光源の規格化発光スペクトル、Ａｂｓ
(λ)は色変換部材の吸収スペクトル、lu(λ)は、基準光
源を用いた場合の色変換部材からの規格化発光スペクト
ル、ＥＸ(λ)は色変換部材の励起スペクトル、el(λ)は
規格化された基準光源の規格化発光スペクトル、Ｔ

ＣＦ

(λ)はカラーフィルタの透過率スペクトルを表す。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  発光部材、色変換部材及びカラーフィル
タを、光取り出し方向に順次に配設した表示素子のシミ
ュレーション方法であって、
前記発光部材として基準光源を用いた場合の、前記色変
換部材の発光に寄与する有効フォトン数Ｆ

０
に対する、

前記発光部材として基準光源以外の光源を用いた場合 *

2
*の、前記色変換部材の発光に寄与する有効フォトン数Ｆ
の比である有効フォトン数比Ｆ／Ｆ

０
を、下記の（１）

式により求め、
この有効フォトン数比Ｆ／Ｆ

０
を用いて、下記の（２）

式により、前記カラーフィルタから取り出される光の発
光スペクトルＷＬ（λ）を求めることを特徴とする表示
素子のシミュレーション方法。

  Ｆ／Ｆ
０
={∫λ・ｗ(λ)・ＥＸ(λ)dλ}/{∫λ・el(λ)・Ｅ

Ｘ(λ)dλ}    …
（１）
  ＷＬ(λ)={ｗ(λ)・10－Ａｂｓ（λ）+lu(λ)・Ｆ／Ｆ

０
}・

Ｔ
ＣＦ
(λ)    …

（２）
ただし、ｗ(λ)は、前記基準光源以外の光源の規格化発
光スペクトルを表し、Ａｂｓ(λ)は、前記色変換部材の
吸収スペクトルを表し、
lu(λ)は、前記発光部材として前記基準光源を用いた場
合の、前記色変換部材からの正味の発光スペクトルを、
前記基準光源の発光スペクトルで規格化した規格化スペ
クトルを表し、
ＥＸ(λ)は、前記色変換部材の励起スペクトルを表し、
el(λ)は、前記基準光源の発光スペクトルを規格化した*

*スペクトルを表し、
Ｔ
ＣＦ
(λ)は、前記カラーフィルタの透過率スペクトル

を表す。
【請求項２】  前記発光スペクトルを用いて、下記の
（３）式により輝度変換効率ηを求め、
この輝度変換効率ηを用いて、下記の（４）式により前
記表示素子の輝度Ｌを求めることを特徴とする請求項１
記載の表示素子のシミュレーション方法。

  η={∫ＷＬ(λ)・ｙ(λ)dλ}/{∫el(λ)・ｙ(λ)dλ}  
  …（３）
  Ｌ=Ｌ

０
・η    …（４）ただし、Ｌ

０
は、前記基準光源の輝度を表し、ｙ(λ)

は、ＣＩＥ１９３１のＸＹＺ表色系における等色関数の
ｙ‾（λ）を表す。
【請求項３】  前記発光スペクトルを用いて、下記の *

*（５）及び（６）式により、前記表示素子の色度座標
（ＣＩＥ-Ｘ，ＣＩＥ-Ｙ）を求めることを特徴とする請
求項１記載の表示素子のシミュレーション方法。

  ＣＩＥ-Ｘ＝{∫ＷＬ(λ)・ｘ(λ)dλ}/{∫ＷＬ(λ)・ｘ(λ)
dλ+∫ＷＬ(λ)・
ｙ(λ)dλ+∫ＷＬ(λ)・ｚ(λ)dλ}    …（５）
  ＣＩＥ-Ｙ＝{∫ＷＬ(λ)・ｙ(λ)dλ}/{∫ＷＬ(λ)・ｘ(λ)
dλ+∫ＷＬ(λ)・
ｙ(λ)dλ+∫ＷＬ(λ)・ｚ(λ)dλ}    …（６）

ただし、ｘ(λ)及びｚ(λ)は、ＣＩＥ１９３１のＸＹＺ
表色系における等色関数のｘ‾（λ）及びｚ‾（λ）を
表す。
【請求項４】  前記表示素子が、赤色、緑色及び青色の
三原色の画素の組み合わせによりカラー表示を行う表示
素子であって、
前記三原色の各色用の色変換部材及びカラーフィルタを
用いた場合について、請求項２記載の方法により輝度Ｌ

Ｒ
、Ｌ

Ｇ
及びＬ

Ｂ
をそれぞれ求めるとともに、請求項３

記載の方法により色度座標（Ｒ
ｘ
，Ｒ

ｙ
）、（Ｇ

ｘ
，Ｇ

ｙ
）及び（Ｂ

ｘ
，Ｂ

ｙ
）をそれぞれ求め、

これら輝度及び色度座標から、下記の（７）及び（８）
式により、前記三原色の画素の組み合せによるホワイト
点の色度座標（ＣＩＥ-Ｘｈ，ＣＩＥ-Ｙｈ）を求めるこ
とを特徴とする請求項２及び３記載の表示素子のシミュ
レーション方法。

  ＣＩＥ-Ｘｈ={Ｌ
Ｒ
・Ｒ

ｘ
/Ｒ

ｙ
+Ｌ

Ｇ
・Ｇ

ｘ
/Ｇ

ｙ
+Ｌ

Ｂ
・Ｂ

ｘ
/Ｂ

ｙ

}/{Ｌ
Ｒ
/Ｒ

ｙ
+Ｌ

Ｇ
/Ｇ

ｙ
+Ｌ

Ｂ
/Ｂ

ｙ
}    …（７）

  ＣＩＥ-Ｙｈ={Ｌ
Ｒ
+Ｌ

Ｇ
+Ｌ

Ｂ
}/{Ｌ

Ｒ
/Ｒ

ｙ
+Ｌ

Ｇ
/Ｇ

ｙ
+Ｌ

Ｂ
/

Ｂ
ｙ
}    …（８

）
【請求項５】  前記発光部材として、有機電界発光素子
を用いることを特徴とする請求項１～４のいずれかに記
載の表示素子のシミュレーション方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、多色表示機器やカ
ラーディスプレイ等の多色発光装置に用いて好適な表示
素子のシミュレーション方法に関し、特に、発光部材、

色変換部材及びカラーフィルタを光取り出し方向に順次
に配設した表示素子のシミュレーション方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来技術の表示素子の一例が、特開平１
０－２５５９８３号公報に開示されている。この公報に
開示の技術によれば、発光部材、色変換部材及びカラー
フィルタを光取り出し方向に順次に配設して表示素子を
構成している。色変換部材においては、所定の波長の光
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3
を蛍光色素に照射することにより蛍光色素を励起し、よ
り長波長の光を発生させている。そして、青色発光成分
を緑色発光成分に変換することにより、本来緑色発光成
分を含まない単一の発光部材を光源として、高効率の三
原色発光を実現している。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、このよ
うな構成の表示素子においては、表示素子の発光スペク
トルが、発光部材、色変換部材及びカラーフィルタそれ
ぞれのスペクトル特性の組み合わせによって決まる。こ
のため、実際に表示素子を発光させる前に、表示素子の
設計段階等で、表示素子の発光スペクトルを求めること
は困難であった。
【０００４】一方、カラー表示素子の設計・開発にあた
っては、表示素子の三原色のバランス、すなわち、白色
性が要求される。そのため、従来のカラー表示素子の設
計、開発にあたっては、表示素子の発光スペクトルを実
際に測定して求めなければならなかった。このため、表
示素子を設計するにあたって、表示素子を実際の発光さ
せずに、表示素子の発光スペクトルを容易に求める方法
の実現が望まれていた。
【０００５】本発明は、上記の事情に鑑みてなされたも
のであり、表示素子の発光スペクトルを容易に求めるこ
とができるシミュレーション方法の提供を目的とする。
【０００６】 *

4
*【課題を解決するための手段】上記の目的の達成を図る
ため、本発明の発明者は、種々の実験及び検討を重ねた
結果、色変換部材の発光スペクトルは、発光部材の光源
の発光スペクトルによらず、色変換部材の発光に寄与す
る有効フォトン数に依存することを実験的に見出した。
【０００７】すなわち、発光部材として任意の光源を用
いた場合の色変換部材の発光スペクトルは、発光部材と
して基準光源を用いた場合に色変換部材の発光に寄与す
る有効フォトン数に対する、任意の光源を用いた場合の
有効フォトン数の比（有効フォトン数比）に依存するこ
とを実験的に見出した。そして、この知見に基づき、本
発明者は、本発明の表示素子のシミュレーション方法に
想到した。
【０００８】本発明の請求項１に係る表示素子のシミュ
レーション方法によれば、発光部材、色変換部材及びカ
ラーフィルタを、光取り出し方向に順次に配設した表示
素子のシミュレーション方法であって、発光部材として
基準光源を用いた場合の、色変換部材の発光に寄与する
有効フォトン数Ｆ

０
に対する、発光部材として基準光源

以外の光源を用いた場合の、色変換部材の発光に寄与す
る有効フォトン数Ｆの比である有効フォトン数比Ｆ/Ｆ

０
を、下記の（１）式により求め、この有効フォトン数
比Ｆ/Ｆ

０
を用いて、下記の（２）式により、カラーフ

ィルタから取り出される光の発光スペクトルＷＬ（λ）
を求める方法としてある。

  Ｆ/Ｆ
０
={∫λ・ｗ(λ)・ＥＸ(λ)dλ}/{∫λ・el(λ)・Ｅ

Ｘ(λ)dλ}    …
（１）
  ＷＬ(λ)={ｗ(λ)・10－Ａｂｓ（λ）+lu(λ)・Ｆ／Ｆ

０
}・

Ｔ
ＣＦ
(λ)    …

（２）
ただし、ｗ(λ)は、基準光源以外の光源の規格化発光ス
ペクトルを表し、Ａｂｓ(λ)は、色変換部材の吸収スペ
クトルを表し、lu(λ)は、発光部材として基準光源を用
いた場合の、色変換部材からの正味の発光スペクトル
を、その基準光源の発光スペクトルで規格化した規格化
スペクトルを表し、ＥＸ(λ)は、色変換部材の励起スペ
クトルを表し、el(λ)は、基準光源の発光スペクトルを
規格化したスペクトルを表し、Ｔ

ＣＦ
(λ)は、カラーフ

ィルタの透過率スペクトルを表す。
【０００９】このように、本発明の表示素子のシミュレ
ーション方法によれば、発光部材として基準光源を用い*

*たときの発光スペクトル等を測定しておけば、発光部材
として基準光源以外の任意の光源を利用したときの表示
素子の発光スペクトルを、そのものを現実に測定するこ
となく、シミュレーションにより容易に求めることがで
きる。これにより、表示素子のより円滑な設計、開発の
実現を図ることができる。
【００１０】また、請求項２記載の発明によれば、発光
スペクトルを用いて、下記の（３）式により輝度変換効
率ηを求め、この輝度変換効率ηを用いて、下記の
（４）式により表示素子の輝度Ｌを求める方法としてあ
る。

  η={∫ＷＬ(λ)・ｙ(λ)dλ}/{∫el(λ)・ｙ(λ)dλ}  
  …（３）
  Ｌ=Ｌ

０
・η    …（４）ただし、Ｌ

０
は、基準光源の輝度を表し、ｙ(λ)は、Ｃ

ＩＥ１９３１のＸＹＺ表色系における等色関数のｙ‾
（λ）等色関数を表す。なお、「ｙ‾」は、ｙの文字の
上に、横棒（バー）を示すところを便宜的に示したもの
である。
【００１１】このようにすれば、表示素子の輝度を、そ

のものを現実に測定することなく、シミュレーションに
より容易に求めることができる。
【００１２】また、請求項３記載の発明によれば、発光
スペクトルを用いて、下記の（５）及び（６）式によ
り、表示素子の色度座標（ＣＩＥ-Ｘ，ＣＩＥ-Ｙ）を求
める方法としてある。

  ＣＩＥ-Ｘ＝{∫ＷＬ(λ)・ｘ(λ)dλ}/{∫ＷＬ(λ)・ｘ(λ)
dλ+∫ＷＬ(λ)・
ｙ(λ)dλ+∫ＷＬ(λ)・ｚ(λ)dλ}    …（５）
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  ＣＩＥ-Ｙ＝{∫ＷＬ(λ)・ｙ(λ)dλ}/{∫ＷＬ(λ)・ｘ(λ)
dλ+∫ＷＬ(λ)・
ｙ(λ)dλ+∫ＷＬ(λ)・ｚ(λ)dλ}    …（６）

5
ただし、ｘ(λ)及びｚ(λ)は、ＣＩＥ１９３１のＸＹＺ
表色系における等色関数のｘ‾（λ）及びｚ‾（λ）を
表す。なお、「ｘ‾」は、ｘの文字の上に、横棒（バ
ー）を示すところを便宜的に示したものであり、「ｚ
‾」は、ｚの文字の上に、横棒（バー）を示すところを
便宜的に示したものである。
【００１３】このようにすれば、表示素子の発する光の
色度座標を、シミュレーションにより容易に求めること
ができる。
【００１４】また、請求項４記載の発明によれば、表示*

6
*素子が、赤色、緑色及び青色の三原色の画素の組み合わ
せによりカラー表示を行う表示素子であって、三原色の
各色用の色変換部材及びカラーフィルタを用いた場合に
ついて、請求項２記載の方法により輝度Ｌ

Ｒ
、Ｌ

Ｇ
及び

Ｌ
Ｂ
をそれぞれ求めるとともに、請求項３記載の方法に

より色度座標（Ｒ
ｘ
，Ｒ

ｙ
）、（Ｇ

ｘ
，Ｇ

ｙ
）及び（Ｂ

ｘ
，Ｂ

ｙ
）をそれぞれ求め、これら輝度及び色度座標か

ら、下記の（７）及び（８）式により、前記三原色の画
素の組み合せによるホワイト点の色度座標（ＣＩＥ-Ｘ
ｈ，ＣＩＥ-Ｙｈ）を求める方法としてある。

  ＣＩＥ-Ｘｈ={Ｌ
Ｒ
・Ｒ

ｘ
/Ｒ

ｙ
+Ｌ

Ｇ
・Ｇ

ｘ
/Ｇ

ｙ
+Ｌ

Ｂ
・Ｂ

ｘ
/Ｂ

ｙ

}/{Ｌ
Ｒ
/Ｒ

ｙ
+Ｌ

Ｇ
/Ｇ

ｙ
+Ｌ

Ｂ
/Ｂ

ｙ
}    …（７）

  ＣＩＥ-Ｙｈ={Ｌ
Ｒ
+Ｌ

Ｇ
+Ｌ

Ｂ
}/{Ｌ

Ｒ
/Ｒ

ｙ
+Ｌ

Ｇ
/Ｇ

ｙ
+Ｌ

Ｂ
/

Ｂ
ｙ
}    …（８

）
【００１５】このようにすれば、三原色によりカラー表
示を行う表示素子のホワイト点の色度座標を、シミュレ
ーションにより容易に求めることができる。これによ
り、表示素子の三原色の均衡を容易に評価することがで
きる。
【００１６】また、請求項５記載の発明によれば、発光
部材として、有機電界発光素子を用いる方法としてあ
る。これにより、発光部材として有機電界発光素子（有
機ＥＬ素子）を用いた表示素子のシミュレーションを容
易に行うことができる。
【００１７】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態につい
て、図面を参照して説明する。まず、図１及び図２を参
照して、三原色の各色について、発光素子の発光スペク
トルをシミュレーションする方法の一例について説明す
る。図１は、発光部材、色変換部材（Color Changing M
edium；ＣＣＭ膜とも表記する）２及びカラーフィルタ
３を、光取り出し方向（図面上方）に順次に配設した表
示素子において、発光部材として基準ＥＬ素子１を用い
た様子を示す。また、図２は、発光部材として、基準Ｅ
Ｌ素子１以外の有機ＥＬ素子を用いた様子を示す。
【００１８】（基準データの作成）発光素子のシミュレ
ーションを行うにあたり、図１に示すように、まず、基*

*準データを作成する。
（ａ）基準データの作成にあたり、まず、基準ＥＬ素子
１の発光スペクトルＥＬ(λ)及び輝度Ｌ

０
[nit]を基準

値として測定する。
（ｂ）続いて、発光スペクトルＥｌ(λ)を、その最大値
を１に規格した規格化スペクトルｅｌ(λ)を求める。
【００１９】（ｃ）次に、色変換部材（ＣＣＭ膜）２の
励起スペクトルＥＸ(λ)を測定する。
（ｄ）続いて、基準ＥＬ素子１から発せされたフォトン
のうち、実際にＣＣＭ発光に寄与する有効フォトン数Ｆ

０
を下記の（９）式により求める。
Ｆ
０
=∫λ・el(λ)・ＥＸ(λ)dλ    …（９）

【００２０】（ｅ）次に、基準ＥＬ素子１からの光が入
射したＣＣＭ膜２の見かけの発光スペクトルＥＣ(λ)を
測定する。
（ｆ）さらに、ＣＣＭ膜の吸収スペクトルＡｂｓ(λ)を
測定する。
（ｇ）そして、下記の（１０）式により、ＣＣＭ膜２の
正味の発光スペクトルＬＵ(λ)を求める。すなわち、正
味の発光スペクトルＬＵ(λ)は、見かけの発光スペクト
ルＥＣ(λ)から、ＣＣＭ膜２を透過してくるスペクトル
ＥＬ(λ)・10Ａｂｓ(λ)を差し引いた値として求められ
る。

  ＬＵ(λ)=ＥＣ(λ)－ＥＬ(λ)・10－Ａｂｓ(λ)    …（１０）
【００２１】（ｈ）続いて、正味の発光スペクトルＬＵ
(λ)を、基準ＥＬ素子１の発光スペクトルＥＬ(λ)の最
大値で規格化した規格化スペクトルlu(λ)を求める。
（ｉ）また、カラーフィルタ（ＣＦ）３の透過率スペク
トルＴ

ＣＦ
(λ)を測定する。

【００２２】（発光スペクトルのシミュレーション）次
に、以上のようにして求めた基準データを利用して、図
２に示すように、発光部材として基準ＥＬ素子１以外の
有機ＥＬ素子１０を用いた場合に、発光素子におけるカ
ラーフィルタ３から取り出される光の発光スペクトルＷ

Ｌ（λ）を求める。
【００２３】（ｊ）先ず、有機ＥＬ素子１０の発光スペ
クトルＷ(λ)を測定する。
（ｋ）続いて、その発光スペクトルＷ(λ)をその最大発
光強度で規格化した規格化発光スペクトルｗ(λ)を求め
る。
（ｌ）次に、規格化発光スペクトルのうち、ＣＣＭ膜２
の発光に寄与する有効フォトン数を下記の（１１）式に
より求める。
Ｆ=∫λ・ｗ(λ)・ＥＸ(λ)dλ    …（１１）
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【００２４】ところで、色変換部材２の発光スペクトル
は、発光部材の光源の発光スペクトルによらず、色変換
部材２の発光に寄与する有効フォトン数に依存する。す
なわち、有機ＥＬ素子１０を用いた場合のＣＣＭ膜２の
正味の発光スペクトルは、基準ＥＬ素子１を用いた場合
にＣＣＭ膜２の発光に寄与した有効フォトン数Ｆ

０
に対 *

8
*する、有機ＥＬ素子１０を用いた場合の有効フォトン数
Ｆの比である有効フォトン数比Ｆ/Ｆ

０
に依存する。

【００２５】有効フォトン数比Ｆ/Ｆ
０
は、上記の

（９）及び（１１）式より、下記の（１２）式により与
えられる。

  Ｆ/Ｆ
０
={∫λ・ｗ(λ)・ＥＸ(λ)dλ}/{∫λ・el(λ)・Ｅ

Ｘ(λ)dλ}    …
（１２）【００２６】さらに、有機ＥＬ素子１０を用いた場合

の、ＣＣＭ膜２からの正味の発光スペクトルは、規格化
スペクトルlu(λ)と、有効フォトン数比Ｆ/Ｆ

０
との積 *

*（lu(λ)・Ｆ/Ｆ
０
）として、下記の（１３）式により

与えられる。

  lu(λ)・Ｆ/Ｆ
０
=lu(λ)・{∫λ・ｗ(λ)・ＥＸ(λ)dλ}

/{∫λ・el(λ)・Ｅ
Ｘ(λ)dλ}    …（１３）【００２７】したがって、カラーフィルタ３から取り出

される光の発光スペクトルＷＬ（λ）は、上記のlu(λ)
・Ｆ/Ｆ

０
にＣＣＭ膜２を透過した透過スペクトルｗ *

*(λ)・10－Ａｂｓ（λ）を加えたものと、カラーフィル
タの透過率スペクトルＴ

ＣＦ
(λ)との積として、下記の

（１４）式により与えられる。
  ＷＬ(λ)={ｗ(λ)・10－Ａｂｓ（λ）+lu(λ)・Ｆ／Ｆ

０
}・

Ｔ
ＣＦ
(λ)    …

（１４）【００２８】このようにして、表示素子のカラーフィル
タ３から取り出される光の発光スペクトルＷＬ（λ）
を、そのものを現実に測定することなく、シミュレーシ
ョンにより容易に求めることができる。
【００２９】（輝度のシミュレーション）次に、上記の
（１４）式で求めた発光スペクトルＷＬ(λ)を利用し *

*て、表示素子の輝度Ｌを求める例について説明する。ま
ず、ＣＩＥ１９３１の等色関数表を用意する。そして、
この等色関数表のｙ(λ)と、発光スペクトルＷＬ(λ)と
を用いて、下記の（１５）式により輝度変換効率ηを求
める。

  η={∫ＷＬ(λ)・ｙ(λ)dλ}/{∫el(λ)・ｙ(λ)dλ}  
  …（１５）【００３０】続いて、この輝度変換効率ηを用いて、下 記の（１６）式により表示素子の輝度Ｌを求める。
  Ｌ=Ｌ

０
・η＝Ｌ

０
・{∫ＷＬ(λ)・ｙ(λ)dλ}/{∫el(λ)・

ｙ(λ)dλ}    …
（１６）このようにして、表示素子の輝度を、そのものを直接現

実に測定することなく、シミュレーションにより輝度を
容易に求めることができる。
【００３１】（色度のシミュレーション）次に、上記の
（１４）式で求めた発光スペクトルＷＬ(λ)を利用し

て、表示素子の色度を求める例について説明する。この
等色関数表のｘ(λ)、ｙ(λ)、ｚ(λ)と、発光スペクト
ルＷＬ(λ)とを用いて、下記の（１７）及び（１８）式
により色度座標（ＣＩＥ-Ｘ，ＣＩＥ-Ｙ）を求める。
【００３２】

  ＣＩＥ-Ｘ＝{∫ＷＬ(λ)・ｘ(λ)dλ}/{∫ＷＬ(λ)・ｘ(λ)
dλ+∫ＷＬ(λ)・
ｙ(λ)dλ+∫ＷＬ(λ)・ｚ(λ)dλ}    …（１７）
  ＣＩＥ-Ｙ＝{∫ＷＬ(λ)・ｙ(λ)dλ}/{∫ＷＬ(λ)・ｘ(λ)
dλ+∫ＷＬ(λ)・
ｙ(λ)dλ+∫ＷＬ(λ)・ｚ(λ)dλ}    …（１８）

このようにして、表示素子の発する光の色度座標を、シ
ミュレーションにより容易に求めることができる。
【００３３】次に、図３を参照して、赤色、緑色及び青
色の三原色の画素の組み合わせによりカラー表示を行う
表示素子のホワイト点の色度座標（ＣＩＥ-Ｘｈ，ＣＩ
Ｅ-Ｙｈ）を求める例について説明する。
【００３４】図３に示す表示素子では、赤色成分Ｒ及び
青色成分Ｂを含む単一の有機ＥＬ素子１０に対して、三
原色（ＲＧＢ）の各色用の色変換部材２及びカラーフィ
ルタ３を設けている。そして、赤色画素においては、Ｂ
Ｒ変換部２１が青色成分Ｂを赤色成分Ｒに変換し、赤色
フィルタ３１が赤色成分Ｒのみを選択的に透過する。ま
た、緑色画素においては、ＢＧ変換部２２が青色成分Ｂ

を緑色成分Ｇに変換し、緑色フィルタ３２が緑色成分Ｇ
のみを選択的に透過する。さらに、青色画素において
は、青色フィルタ３３が青色成分Ｂのみを選択的に透過
する。
【００３５】このようなカラー表示を行う表示素子のホ
ワイト点の色度座標（ＣＩＥ-Ｘｈ，ＣＩＥ-Ｙｈ）を求
めるため、まず、上記の（１６）式により、赤色、緑色
及び青色画素の輝度Ｌ

Ｒ
、Ｌ

Ｇ
及びＬ

Ｂ
をそれぞれ求め

る。さらに、上記の（１７）及び（１８）式により、赤
色、緑色及び青色画素の発光スペクトルの色度座標（Ｒ

ｘ
，Ｒ

ｙ
）、（Ｇ

ｘ
，Ｇ

ｙ
）及び（Ｂ

ｘ
，Ｂ

ｙ
）をそれ

ぞれ求める。
【００３６】そして、これら輝度及び色度座標から、下
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記の（１９）及び（２０）式により、この表示素子の三
原色の画素の組み合せによるホワイト点の色度座標（Ｃ*

10
*ＩＥ-Ｘｈ，ＣＩＥ-Ｙｈ）を求める。

  ＣＩＥ-Ｘｈ={Ｌ
Ｒ
・Ｒ

ｘ
/Ｒ

ｙ
+Ｌ

Ｇ
・Ｇ

ｘ
/Ｇ

ｙ
+Ｌ

Ｂ
・Ｂ

ｘ
/Ｂ

ｙ

}/{Ｌ
Ｒ
/Ｒ

ｙ
+Ｌ

Ｇ
/Ｇ

ｙ
+Ｌ

Ｂ
/Ｂ

ｙ
}    …（１９）

  ＣＩＥ-Ｙｈ={Ｌ
Ｒ
+Ｌ

Ｇ
+Ｌ

Ｂ
}/{Ｌ

Ｒ
/Ｒ

ｙ
+Ｌ

Ｇ
/Ｇ

ｙ
+Ｌ

Ｂ
/

Ｂ
ｙ
}    …（２

０）
【００３７】このようにして、三原色によりカラー表示
を行う表示素子のホワイト点の色度座標を、シミュレー
ションにより容易に求めることができる。これにより、
表示素子の三原色の均衡を容易に評価することができ、
表示素子のより円滑な設計、開発の実現を図ることがで
きる。
【００３８】上述した実施の形態においては、本発明を
特定の条件で構成した例について説明したが、本発明
は、種々の変更を行うことができる。例えば、上述した
実施の形態においては、発光部材として有機ＥＬ素子を
用いた例について説明したが、本発明では、発光部材は
有機ＥＬ素子に限定されない。
【００３９】
【発明の効果】以上、詳細に説明したように、本発明に
表示素子のシミュレーション方法によれば、発光部材と
して基準光源を用いたときの発光スペクトル等を測定し
ておくことにより、発光部材として基準光源以外の任意
の光源を利用したときの表示素子の発光スペクトルをシ*

*ミュレーションにより容易に求めることができる。その
結果、表示素子のより円滑な設計、開発の実現を図るこ
とができる。
【００４０】さらに、三原色によりカラー表示を行う表
示素子のホワイト点の色度座標を、シミュレーションに
より容易に求めることができる。これにより、表示素子
の三原色の均衡を容易に評価することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】発光部材として、基準ＥＬ素子を設けた様子を
示す断面模式図である。
【図２】発光部材として、基準ＥＬ素子以外の有機ＥＬ
素子を設けた様子を示す断面模式図である。
【図３】カラー表示素子の断面模式図である。
【符号の説明】
１  基準ＥＬ素子
２  色変換部材（ＣＣＭ）
３  カラーフィルタ（ＣＦ）
１０  有機ＥＬ素子

【図１】
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